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半導体光触媒を動作環境である水中で励起光照射しながらオペランド計測したい．このように考えた演者ら

はダイアモンド製ATRプリズムをFTIR分光器と組み合わせた光触媒の測定法を開発しつつある．FTIR分光器に

ハロゲンランプ光源とInGaAs検出器を付加して測定範囲を近赤外域まで拡張した．セラミック光源とMCT検出器

による赤外吸収測定とあわせて700 cm-1から11,000 cm-1まで切れ目ないスペクトルの測定が可能になった．真

空中で光励起した光触媒の赤外吸収測定はこれまでにもおこなわれてきた．真空中での測定は光触媒材料の

計測評価というべきものである．赤外分光で常用するATRプリズムに工夫をこらすことでリアル環境においた光

触媒そのもののオペランド計測を実現した． 

半導体光触媒を用いて水から水素分子をつくるためには2H2O→2H2 + O2という化学反応を起こさなければな

らず，2個の水分子から酸素原子を取り出して酸素分子に変換する4電子酸化反応が変換プロセスの隘路となっ

ている．4電子酸化反応の最終生成物である酸素分子が水中へ放出される速度を時間分解計測する手法を構

築した．これまでに過渡吸収分光などで検出されてきた励起電荷キャリアや反応中間体と最終生成物の過渡応

答とを比較対照して，酸素生成にいたる多段階反応サイクルの速度論を明らかにすることが研究の最終目標で

ある． 
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